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令和７年２月６日 
 
 

「タスク副業」で報酬が支払われるとうたい、実際には高額を送金させる 
事業者に関する注意喚起 

 

遅くとも令和６年１月以降、スマートフォンで見ていた SNSに表示された副業に関す

る広告をきっかけに、「動画をスクリーンショットした画像を送れば報酬がもらえる」

とうたう副業に勧誘された後、Telegram等のアプリを使用して、参加費用を支払うタス

ク副業に誘導された上、作業ミスなどの名目で高額の追加送金をしてしまったなどとい

う相談が、各地の消費生活センター等に数多く寄せられています。 

消費者庁が調査を行ったところ、Telegram等上で、「椿 ●美」等のアカウントを使用

していた事業者(以下これらを併せて「本件事業者」といいます。)が、消費者の利益を

不当に害するおそれのある行為（消費者を欺く行為）を行っていたことを確認したため、

消費者安全法（平成 21 年法律第 50 号）第 38 条第１項の規定に基づき、消費者被害の

発生又は拡大の防止に資する情報を公表し、消費者の皆様に注意を呼びかけます。 

また、この情報を都道府県及び市町村に提供し、周知します。 

 

１．事業者の概要 
 

本件事業者が使用していたコミュニケーションアプリのアカウント（以下「本件事 

業者の担当アカウント」といいます。）の名称等は次のとおりです。 
 

№ 使用していたアプリの名称 アカウント名 

１ 

Telegram 

椿 ●美 

２ やなか●●え 

３ 安藤 ●杉 

４ 川島 ●●子 

５ Toome 川島 ●●理 

注１ 「●●」部分には、名前や漢字が入っていました。  

注２ 本件事業者の担当アカウントを使用していた本件事業者の実体は不明です。  

注３ 同名のアカウントを使用する別事業者等と間違えないように御注意ください。 

 

２．具体的な事例の内容 
 
   本件における勧誘の手口は次のとおりです。 

(1)  TikTok等に表示される副業の広告にアクセスすると、LINEにおいて動画を見てス 

    クリーンショットするという副業（以下「スクショ副業」といいます。）に勧誘され

（別紙１）、スクショ副業を行うと、数百円程度の報酬が支払われます。 

 消費者が、TikTok 等を見ていると、「簡単に稼げる副業」等の副業の広告が表示さ

れます。消費者が副業の広告に興味を持ち、貼付されたリンクにアクセスして、表示 

されたアカウント（以下「勧誘アカウント」といいます。）を LINEの友だち登録する 

と、勧誘アカウントから、 

   要求通りに動画を見るだけで、報酬がもらえます 

などと説明され、消費者が興味を示すと、「練習用」と称して「TikTokの URL」が送付 

されるとともに、 
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   動画をスクリーンショットをする 

スクリーンショットを私のところに送ります 

そうしたら 100円の報酬が、もらえます 

などとスクショ副業に参加するように勧誘されます。消費者が、スクショ副業を行う 

と、報酬という名目で、１回数百円程度が消費者に PayPayを利用して支払われます。 

 なお、実際に PayPay に支払われるので、消費者はスクショ副業によって報酬が支

払われるものと信用し始めます。 
 

(2) タスク専用サイトに銀行口座を含む個人情報を登録するよう指示され（別紙２）、 

指示に従うと２千円の報酬が支払われます。 

 消費者が、「練習用」と称するスクショ副業を数回行うと、勧誘アカウントから、 

長期にわたってこの仕事を続けたい方は、専用のタスクアカウントの登録が必          

要です 

   などと、タスク専用のウェブサイト（以下「タスク専用サイト」といいます。）であ   

る「App」又は「NatCoin」において、銀行口座を含む個人情報を登録するよう指示さ

れます。消費者が、それらの個人情報を登録すると、勧誘アカウントから、 

サイトの口座残高が 2000円になったので、お金を引き出す方法を教える 

などと指示され、実際に引出手続を行うと、消費者の銀行口座に２千円が入金されま

す。 

 

(3) 低収入タスク副業に勧誘され、タスク専用サイト上において報酬が支払われたよう   

に表示されます。 

 次に、勧誘アカウントから、 

もっと高額な報酬が得られるタスクがある 

などと「Telegram」又は「Toome」といったコミュニケーションアプリでのやり取りに      

移行するように指示され、消費者が、これらのアプリをスマートフォンにインストー

ルすると、本件事業者の担当アカウントから、「ＶＩＰ中級ミッショングループ」等と

称する前記アプリのグループチャットへの参加を指示されます。 

消費者が、当該グループに参加すると、本件事業者の担当アカウントから、例えば、

「報酬一覧表」（別紙５）といったものが送付され、消費者が、同表の「中級ワークグ

ループの給料」の時間帯に表示されている数百円の報酬が支払われるスクショ副業（以

下「低収入タスク副業」といいます。）を行うと、タスク専用サイト上において、報酬

が支払われたように表示されます。 

 

(4) 数千円の参加費用を支払って高収入タスク副業を行うと、報酬が得られます（別紙   

３・４）。 

消費者のうち、低収入タスク副業を続け、さきに送付された「報酬一覧表」（別紙

５）の「高収入の仕事」と記載された副業（以下「高収入タスク副業」といいます。）

に参加しない消費者には、本件事業者の担当アカウントから、 

高収入のタスクに参加しないといけない。今のあなたの報酬は 100円だが、こ    

のままなら最低１円になる。高収入のタスクに一度参加すれば報酬が戻る 

などと誘導され、高収入タスク副業の参加に必要となる費用及び支払われる報酬が記

載された「収入分配表」（別紙５）が送付されます。 

さらに、本件事業者の担当アカウントから、高収入タスク副業について、作業ミス

の場合は違約金がかかること、タスクが完了しないとタスク専用サイトから引出手続

ができないことなどの注意事項を説明され、タスク専用サイトで以下の作業を行うよ

うに指示されます。 
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消費者が、「収入分配表」の上段に記載されている数千円の参加費用を、本件事業者

の担当アカウントから指定された個人名義の銀行口座に送金して、上記作業を行うと、

同アカウントから、「タスクは完了した」などと説明され、タスク専用サイト上におい

て報酬が支払われたように表示されます。 

 なお、実際に、タスク専用サイトから引出手続をすることで消費者の銀行口座から

報酬を引き出すことができた消費者もおり、そのような消費者は、高収入タスク副業

で報酬が支払われると更に信用します。 
 

(5) 数万円の高額な参加費用を支払って高収入タスク副業を行うと、消費者の作業内容 

の誤りにより損失が出たと指摘されます（別紙４）。 

 前記のように報酬が支払われると信用した消費者は、更に高額な報酬を得たいなど

と考え、次に１万円以上の参加費用が必要な高収入タスク副業のグループチャットに

参加します。また、当該グループチャットには、ほかにも参加者がいる様子でした。 

消費者が１回分の参加費用を支払って、従前と同様の指示を受けて作業を行うと、 

１回目のタスクは完了した。今から２回目の●万円の作業を開始する。この残 

りの３回●万円×３を一緒にすることもできる 

などと、突然、更に３回分の追加作業があることやそれに伴う３倍の追加送金が必要

になることなどが指示されます。消費者が、作業完了のため追加送金に応じると、本

件事業者の担当アカウントから、追加作業として、タスク専用サイトで以下の作業を

行うように指示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

消費者は、作業ごとにクリックする箇所が一部異なることや、作業ミスの場合は違

約金がかかると説明を受けていたので慎重に作業を行ったところ、本件事業者の担当

アカウントから、 

３回目のあなたの注文期間が間違っている。購入方法にミスがあったので利益  

にならない  

などと、消費者の作業内容に誤りがありグループ全体に損失が生じていると指摘され、

さらに、他の参加者からも消費者のミスを非難するようなメッセージが送られてきま

す。本件事業者の担当アカウントは、損失の補償について、例えば、当初、追加送金

した３倍の金額の更に５倍の金額について、 

□□万円を再度振込めば、今回のタスクが完了となる。タスクが完了すれば□ 

□万円と同時に△△万円の報酬が得られる 

などと、更に追加送金を支払えば当該金額が返金されるとともに、これまでの分も含

めた報酬も支払われることができるなどと伝えてきます。 

消費者の中には、この内容に違和感を持ち、それ以後、一切送金に応じない者がい

た一方、追加送金に応じた消費者については、追加作業を行うも、結局、実際に返金

を受けることも報酬が支払われることもありませんでした。 

 

①ホーム→ＢＴＣ／ＵＳＤＴをクリック→「○○ｓ」をクリック→下にスクロー

ルして金額「○○○」を選択→「上昇」をクリック 

②ホーム→ＢＣＨ／ＵＳＤＴをクリック→「○○ｓ」をクリック→下にスクロー

ルして金額「○○○」を選択→「上昇」をクリック 

③ホーム→ＢＴＣ／ＵＳＤＴをクリック→「○○ｓ」をクリック→下にスクロー

ルして金額「○○○」を選択→「降下」をクリック 

ホーム→「ＢＴＣ／ＵＳＤＴ」をクリック→「○○ｓ」をクリック→下にスク

ロールして金額「○○○」を選択→「上昇」をクリック 
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３．消費者庁が確認した事実 
 

本事業者は、前記２(3)から(4)までのとおり、消費者が参加費用を支払って高収入タ

スク副業を行えば報酬が支払われるかのように信用させた上、前記２(5)のとおり、消費

者が高額な参加費用を支払う高収入タスク副業に参加するよう誘導します。 

消費者が、高額な参加費用を支払う高収入タスク副業に参加すると、本件事業者は、

前記２（5）のとおり、消費者の作業内容の誤りを指摘し、更に追加作業に要する費用と

して数万円から数十万円を追加送金すれば、タスクが完了して、これまで支払った金額

は返金され、高額の報酬が支払われるなどと告げますが、消費者が支払った参加費用が

返金されることも、本件事業者が提示した高額の報酬が支払われることもありませんで

した（消費者を欺く行為）。 

 

４．消費者庁から皆様へのアドバイス 
 
○ 「簡単に稼げる」と称するような副業を信用しないこと。 

  本件では、消費者に報酬が支払われたことから、消費者は「簡単に稼げる」副業だと

信用していました。本件でみられるように、最後には多額の送金を行わせるようなもの

もあることに留意しましょう。 
 

〇 簡単にお金を振り込まないこと。 

  本件では、消費者は、指定された個人名義の銀行口座に、多額の送金をしていまし

た。お金が支払われるはずの副業で、副業を続けるためにはお金が必要などと、指定し

た銀行口座に何度も送金や振込みを要求された場合には、慎重になりましょう。特に、

指定された口座が個人名義の場合には注意が必要です。 
 

〇 見慣れないアプリやウェブサイトに注意すること。 

本件では、消費者は、Telegram、Toomeといったアプリをインストールするように指

示されたり、App、NatCoinといったウェブサイトにアクセスさせられたりしています。

見慣れないアプリやウェブサイトについては、事前に安全性を確認し、安易にインス

トールやアクセスをしないようにしましょう。 

悪質な副業の勧誘に利用されるアプリやウェブサイトなどは、より巧妙なほかのもの

に変化していく可能性もありますので、本件で使用されていたアプリやウェブサイト以

外のものにも注意が必要です。 
 

 〇 一人で悩まず誰かに相談、「188（いやや！）」へ電話してみましょう！ 

何気なく見ている SNS 上に表示される広告を入口として、消費者を欺く手口は多様

になっています。上記のアドバイスを参考にしながら自分で気付く力を養うようにしま

しょう。本件の副業に参加した消費者の中には、違和感を持って途中でやめた消費者も

います。少しでも変だなと思ったらそこで立ち止まって、必ず誰かに相談するようにし

ましょう。 
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【本件に関連する最近の注意喚起情報】 

発信者 件名（公表日） URL 

消費者庁 

「SNS で PR 投稿をすると報酬がもらえる」とエ

ステサロンで勧誘する事業者に関する注意喚起

（令和６年 10 月 24 日） 

https://www.caa.go.jp/notic

e/entry/039720/ 

独立行政法人 

国民生活センター 

スキマ時間に気軽に稼げる等とうたう副業トラブル！－

簡単なタスクを行う副業でお金を払う？？詐欺に騙さ

れないで－（令和６年９月４日） 

https://www.kokusen.go.jp/n

ews/data/n-20240904_1.html 

独立行政法人 

国民生活センター 

儲け話に関するトラブルにご注意！ 

（令和６年６月 27 日） 

https://www.kokusen.go.jp/s

oudan_now/data/moukebanashi

.html 

消費者庁 

遠隔操作アプリを用いて、消費者金融業者から

高額な借入れをさせる副業サポート事業者に関

する注意喚起（令和６年２月 29 日） 

https://www.caa.go.jp/notic

e/entry/036459/ 

消費者庁 
SNS などを通じた投資や副業といった「もうけ

話」にご注意ください! 

https://www.caa.go.jp/polic

ies/policy/consumer_policy/

caution/caution_036 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

  

公表内容に関する問合せ先 

消費者庁消費者政策課財産被害対策室  

      TEL03-3507-8800 (代表) 

◆ 消費者ホットライン：「188（いやや！）」番 

（最寄りの消費生活センター等をご案内します。） 

◆ 警察相談専用電話：「＃9110」番 

 

相談窓口のご案内 
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 スクショ副業の勧誘する状況（LINEメッセージ画面の抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙１ 
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タスク専用サイトへの登録を指示する状況（LINEメッセージ画面の抜粋） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

別紙２ 
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低収入タスク副業から高収入タスク副業に誘導する状況（Telegramメッセージ画面の抜粋） 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

別紙３ 
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作業内容の誤りと損失等を説明する状況（Telegramメッセージ画面の抜粋） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙４ 
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報酬一覧表 
収入分配表 

（「報酬一覧表」中の「高収入の仕事」と記載されている箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５ 



消費者ホットライン

1 8 8
トラブルに
困ったらhttps://www.caa.go.jp/notice/caution/property/

詳細情報はこちらをチェック

情報ファイル害被
産財

2025/02
消費者庁

「タスク副業」煽りと騙しの手口

✓ 「簡単に稼げる」←��� ���������������
✓ 「上位ランクに行かないと報酬が減る」←����
���
�	�����
✓ 「もっと稼ぎたかったら費用が必要」←������������������ �­�
✓ 「費用はこちらの個人名義口座に振り込むこと」←���������������
✓ 「このアプリのインストールを / こちらのサイトへアクセスを」←����������
✓ 「ミスったからペナルティを課す」←����������
����¡¢£����

「せっかくのここまでの継続が ...」なんて思わずに、さっさと引き返しましょう。

なんの達成感も報酬も得られません。大きな損失が残るのみです。

【主な違和感ポイントはこちら】
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